
学
びの軌跡

1 未知の部分の多い植物。実験では、植物の不思議な能力を実感するという。
2 合言葉は『楽しくやろう』。研究室には実験の過程を楽しむ仲間が集まっている。
3「生命現象を探れる研究室」と遠藤さん。新しい研究に挑戦できるのが魅力だ。
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りにはいきませんが、自分の手を動か
すことで新しいものが見えてくること
に面白さを感じています。
　研究室では、論理的な考え方を身に
つけられました。最初は結果にばかり
目がいき、例えば「遺伝子の転写はな
ぜ発現するか」といったことは考えて
いませんでしたが、実験に取り組む中
で、一つひとつの過程を丁寧に見るよ
うになり、自然に物事を順序立てて考
えるようになりまし
た。そして、研究の
楽しさを知れたのが
自分にとって一番の
喜び。失敗さえも次
へのモチベーション
になる、そんなテー
マに出会えたことが
うれしいですね。

遠藤 主基さん（4年生）

応用生物科学科
植物細胞学研究室
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学生は卒論で初めて、答
えのない問いに向き合い
ます。社会に出ると答え
のないことばかりですか
ら、卒論に取り組むこと
は、将来につながるいい
経験になるはずです。素

直で何事にも一生懸命に取り組む遠藤君。今後
も新しいことにどんどんチャレンジしてください。
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　小学生の頃から生物、主に植物に興
味を持ち、大学では生命の神秘を解明
したいと考えていました。研究室を選
んだのは研究説明会で、遺伝子の転写
の研究など、どこの研究室よりも進ん
だ研究ができると知ったから。植物の
研究ではまだまだ解明されていないこ
とが多く、やりがいを感じたのです。
　卒論では、遺伝子の転用に取り組ん
でいます。酸性土壌に育つアカシアマ
ンギウムを用いて、酸性土壌に強い遺
伝子を食用植物に転用できないかと考
えており、今はモデル実験に取り組ん
でいます。植物の場合、種から成育ま
で時間がかかるため、スケジュールを
組んで計画的に実験をこなしていく必
要があります。また、培地に細菌が入
ってダメになるなど、ちょっとした油
断が失敗につながる。なかなか思い通
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1 学内にある行動観察施設。卒業後、施設を訪ねるOB・OGも多いという。
2 卒論では一般企業との共同研究に取り組んでいる高橋さん。
3“犬好き”が集まる研究室。おそろいのパーカーを作るなど、一体感も強い。
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　動物、特にコンパニオンアニマルと
しての犬の行動を研究したいと考え、
動物資源科学科を志望。迷わず“犬班”
に入りました。学内には行動観察施設
があり、研究室の学生がシフト制で犬
たちを世話しています。ここにいるの
は“レスキュー”で預かった犬たち。
食事や掃除、ブラッシング、爪切りと
いった世話はもちろん、基本的なしつ
けも学生が担当します。最初は距離が

あるものの、共に過
ごす中で少しずつ関
係ができあがってい
く。その過程を通し
て犬への理解を深め
られるのが、犬班の
大きな魅力だと思い
ます。
　体験を通して学ん

高橋 拓也さん（4年生）

動物資源科学科
伴侶動物学研究室

だのは、言葉は通じなくても気持ちを
くむことはできることと、なでるとい
ったスキンシップによるコミュニケー
ションの大切さ。何より犬たちと一緒
に過ごす時間は楽しい！　アニマルセ
ラピーの効果を実感しています。
　また、3年の後期からゼミの室長も
勤めており、ここでもコミュニケーシ
ョンの重要性を感じています。以前は
自分発信で話すことは苦手でしたが、
室長になってから積極的に発言するよ
うになり、ゼミが活性化してきたこと
に手応えを感じています。
　動物資源科学科では、犬以外にも牧
場実習など多くの動物に接する機会が
あり、貴重な経験ができました。今後
も人と動物のよりよい共生・共存関係
のために、何が必要かを考えていきた
いです。

教員からヒトコト
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②
教員と学生の交流風景

（提供）

犬たちの世話に誠実に取
り組んでくれた高橋君。
犬の扱いも上達し、後輩
を指導する姿を頼もしく
感じます。動物相手でも
気持ちをくみ思いやるこ
とで、良好な関係を築く

ことができる。ここで学んだことを今後の人間
関係に活かしてもらえればと思っています。




